














































































































































































































































































































































































から既に４年近く経過し，2020 年１月には 45 回
目の講座が開催されました．医療社会事業部及び
演者の方々のご尽力により好評のうちに継続開催
され，毎回多数の参加を得ています．琴電「瓦町
駅」が入る駅ビル内の高松市が借り受けた “市民
フロア” という交通利便性の良い場所での開催も
成功要因の一つに挙げられます．今では “市民フ
ロア” の恒例の企画としてすっかり定着していま
す．
３）…高度急性期医療・専門的医療の推進のための
診療基盤整備
　平成 26 年３月の中央診療棟完成以降も当院の
使命である高度急性期医療・専門的医療・先進医
療・災害医療の推進のためにハード面や高額医療
機器の整備に努めてきました．具体的には表５に
示すとおりです．本館 10 階の無菌室増設・無菌
エリアの設置や TAVI（経カテーテル大動脈弁置
換術）早期実施のための中央診療棟のハイブリッ
ド手術室整備など幾つかは先行実施してきました
が，本館北タワーの完成に伴って香川県の中核病
院として必要とされる施設や高度医療機器は殆ど
整備出来ました．香川県でも少子化による人口減
少が既に進行していますが，当院の医療圏域では
今後 10～15 年は高齢者の肺炎，心不全，大腿部
などの骨折はもとより，がんや血管系疾患（循環
器疾患，脳血管疾患）の患者がある程度増加する
と予想されており，がん診療対策，血管系疾患対
策等にとくに重点を置くとともに当院が担う各領
域の専門的医療に関わる施設整備にも力を入れて
きました．
　その他に当院の特徴的な取り組みとしては，
「生殖医療」関連施設の整備と女性専用フロアの
設置が挙げられます．当院では従来から泌尿器科
で “男性不妊治療” が精力的に行われており，大
きな実績を上げてきました．そこに “女性不妊治
療” の専門医が当院に加わることになり，一昨年
から “女性不妊治療” がスタートし，男性女性の
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院と JR 高松駅，琴電瓦町駅を直接結ぶ日赤シャ
トルバスの運行を開始しました（写真２）．この
シャトルバスは見てのとおりで街中を巡る広告塔
の役割も担っています．また院内の駐車スペース
不足を補うため，隣接する高松高校地下の “番町
地下駐車場”の優遇措置を以前から採っています．
入り口が幾分遠いという不便さはあるものの十分
なスペースを有して常に駐車可能という大きな利
点があり，今後とも優遇措置の周知に努めて利用
促進していきたいと考えています．
５）コスト削減
　少子化，高齢化および人口減少が急速に進んで
いる日本の状況を考える時，診療報酬が大幅に引
き上げられることは今後あり得ず，適切な医療の
実践とコストの抑制をいかにして両立させるかが
各病院に求められる重要な課題です．当院でも数
年前から管財課を中心に各診療科，各部門の協力
を得てコスト削減に本腰を入れてきました．表７
に〔コスト削減の基本的な進め方〕，〔コスト削減
の具体的取り組み〕を示します．これらの多くの
地道な取り組みの結果，病院全体として費用の抑
制効果が明らかになっています．医療機器・医療
材料については無駄を排して適正に選び，大切に
使用することなど，今後もいっそうのコスト削減
に病院挙げて取り組むことが求められています．
一人一人の地道な取り組みが病院全体として健全
経営の確立への大きな後押しになります．
４．まとめ
　当院の中央診療棟建設，消費増税，診療報酬マ
イナス改定など幾多の要因が重なって厳しい経営
状況に至った平成 26 年度以降，高松赤十字病院
事業運営５カ年計画に基づいて，『高松赤十字病
院活性化』のための多くの具体策の遂行に職員の
皆さんとともに取り組んできました．もちろん根
本にあるのは “「人道・博愛」の赤十字精神に基
づき，地域の皆様に信頼される，安全で質の高い
医療を実践します” という当院の理念です．御承
知のように利益を追求することが当院の目的では
ありませんが，理念に謳われた医療を継続して実
践するには健全経営の維持が不可欠です．『高松
赤十字病院活性化』は健全経営の確立・維持を目
指すとともに診療機能のさらなる充実を通じて患
者さんによりいっそう安全で質の高い医療を提供
するのに資するものでもあります．
　「断らない医療を実践する」ことが当院の診療
の基本姿勢であると常々職員の皆さんに申し上げ
てきましたが（表８），この要請にしっかり応え
ていただき，真摯に誠実に医療・看護に努めてい
ただきました．病院整備事業中において途中浮き
沈みはありましたが，令和元年度は最終的に総収
支で黒字決算の可能性も考えられるところまで来
ました（図２）．救急科部をはじめ幾つかの診療
科の医師確保など解決すべき課題はまだまだ残っ
ていますが，職員の皆さんのご尽力のおかげで当
院の活性化に向けて一定の成果が得られたと評価
しています．皆さんに心から敬意を表しますとと
もに感謝致します．
　当院が担ってきた地域医療の長い歴史と実績が
評価された結果として，地域の医療機関や地域の
皆さんから当院に大きな期待が寄せられていま
す．香川県の医療を牽引する中核病院として当院
の果すべき責務はますます大きくなっています
が，全ての職員の皆さんとともに総力を上げて地
域からの期待に応えていきたいと思います．皆さ
んには誇りをもって患者さんのための医療に邁進
表８
診療の基本姿勢
断らない医療を実践する
1. 地域の診療所、病院からの診療依頼には
必ず対応する。 （地域医療支援病院として）
２．救急隊からの救急搬送依頼には最大限応じる。
（救急医療の推進）
写真２
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報　　告
図２
していただくことを心から念願致します．
付　　記
　当院の理念に基いた医療を継続して実践するた
めには健全経営の確立と維持が不可欠であり，適
正な医療の実践とコストの抑制をいかにして両立
させるかが当院に求められている重要な課題であ
ると述べてきました．今日の急性期病院が置かれ
た厳しい医療環境の下では “効率性” “コスト意識”
“適正な医療とコストの両立” といった視点も加
えた病院運営が不可欠であることは言うまでもあ
りません．しかしながら，病院という一種独特の
場に様々な不安や恐れを抱いて来院される患者さ
んや家族を考えた時，上記のような視点だけでカ
バーしきれない大切なもの，忘れてはならない要
素があるのも事実です．一言で言い表すのは難し
いのですが，あえて表現すれば “癒し” ではない
かと思います．“病院” という非日常的な場で診
療が始まろうとする患者さんや家族の不安な気持
ちを幾らかでも和らげることが出来ないだろう
か，“病院” の雰囲気を僅かでも変えることで患
者さんや家族の気持ちが少しでも落ち着くような
“癒し” の空間が作れないだろうか．これが私ど
も医療機関，医療人にとって忘れてはならない大
きな課題です．もちろん不安に苛まれる患者さん
や家族にとってはとてもそのようなことを考えて
いるような状況ではない，というのが現実かもし
れませんが，とくに意識しないままで多少なりと
も不安な気持ちが落ち着くような雰囲気作りが大
切だと常々感じてきました．その思いから患者さ
んや家族，当院の職員が必ず出入りする西玄関と
正面玄関付近に相次いで大きな壁画を山本容子画
伯に制作していただきました．2014 年春制作の
“愛の小径”，2020 年２月完成の “さすらいながら
不思議に思う” はともにオレンジを基調にした明
るく鮮やかな色彩で描かれ，どことなくほんわか
とした “優しさ” を醸し出すとともに都会的な洒
落た雰囲気も表現されていて，世間一般の病院に
対する固いイメージを和らげくれています．今後
長きにわたって，患者さんや家族，さらには日々
医療現場でストレスと緊張に晒されることの多い
職員の皆さんにとって “癒し” の源になってくれ
るものと期待しています．もちろん職員の皆さん
の日常業務の中での “優しさ” が患者さんにとっ
て何よりの “癒し” になることはあらためて言う
までもありません．
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